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◇
出
版
編
集
委
員
会

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
４
月
号
の
特
集
は

「
ニ
ッ
チ
を
開
拓
せ
よ
―
―
Ｂ
Ｓ
、
Ｍ

Ｘ
の
挑
戦
」、
表
紙
は
柴
咲
コ
ウ
さ
ん
。

パ
ー
ソ
ン
は
湯
浅
誠
さ
ん
。
５
月
号
は

「
著
作
権
と
は
何
か
」（
仮
題
）
を
特
集

す
る
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
各
賞
の
名
称
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
当
面
は
今
ま

で
通
り
の
名
称
を
継
続
し
、
50
周
年
の

節
目
に
向
け
て
賞
の
部
門
別
、
選
考
の

あ
り
方
、
各
賞
の
名
称
な
ど
を
改
め
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

〈
テ
レ
ビ
部
門

〉

２
月
か
ら
下
期
の
作
品
募
集
を
始
め

る
。
２
月
27
日（
土
）、
28
日
（
日
）の
２

日
に
わ
た
っ
て
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
テ

レ
ビ
部
門
受
賞
作
を
見
て
語
り
合
う
会

を
東
京
・
江
東
区
の
門
仲
天
井
ホ
ー
ル

で
開
く
。
参
加
費
は
１
０
０
０
円
（
上

映
番
組
な
ど
詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
）。
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
誘
い
願

い
た
い
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門

〉

１
月
の
会
合
で
地
方
局
の
番
組
を
試

聴
し
た
が
、
今
後
何
と
か
元
気
の
出
る

よ
う
な
選
奨
を
し
た
い
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門

〉

下
期
の
募
集
は
２
月
中
旬
か
ら
始
め

る
。

◇
企
画
事
業
委
員
会

３
月
８
日
（
月
）
に
千
代
田
区
の
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
く
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
１
０
の
出
演
者
が
全
部
決
ま

っ
た
。
原
口
一
博
総
務
相
も
出
演
の
予

定
。
テ
ー
マ
は
「
放
送
新
世
代
へ
３
つ

の
焦
点
〜
政
策
・
広
告
・
経
営
〜
」
と

し
た
。
詳
細
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧

の
上
、
多
く
の
方
に
ご
案
内
い
た
だ
き

た
い
。

◇
総
務
関
係

・
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
あ
る
た
め
、

近
く
選
挙
管
理
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て

投
票
や
開
票
に
つ
い
て
決
め
る
。

・
志
賀
賞
の
選
考
委
員
会
の
初
会
合
を

２
月
３
日
に
開
い
て
正
会
員
か
ら
の
推

薦
の
具
体
的
な
進
め
方
な
ど
を
決
め
て
、

選
考
作
業
を
開
始
す
る
。

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
製
作

に
つ
い
て
素
材
を
変
更
し
て
製
作
費
を

前
年
よ
り
安
く
す
る
方
向
で
発
注
し
た
。

◇
入
会
の
承
認

影
山
貴
彦
さ
ん

◇
理
事
会
の
日
程

２
月
理
事
会
は
２
月
23
日
（
火
）、
３

月
理
事
会
は
３
月
24
日
（
水
）、
４
月

理
事
会
は
４
月
27
日
（
火
）。
い
ず
れ
も

午
後
６
時
30
分
か
ら
。

﹇
出
席
﹈

音
好
宏
、
隈
部
紀
生
、
上
滝
徹
也
、
小

田
桐
誠
、
藤
田
真
文
、
石
井
彰
、
入
江

た
の
し
、
五
井
千
鶴
子
、
嶋
田
親
一
、

滝
野
俊
一
、
橋
本
隆
、
藤
久
ミ
ネ

3
月
8
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
詳
細
決
ま
る

参
加
者
募
集
を
開
始

―
２
０
１
０
年
１
月
理
事
会
報
告
―

2

会
議
記
録

﹇
１
月
﹈

５
日

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

21
日

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

22
日

出
版
編
集
委
員
会

25
日

理
事
会

3年の長期にわたって、間をおきながら連綿とつづ

く、NHKの3部作スペシャル「坂の上の雲」（原作・司

馬遼太郎）が、昨11月29日（日）からスタートした。

その第1回放送の5日前、スタッフがもっとも緊迫した

時期の11月24日、同スペシャルのエグゼクティブ・

プロデューサー（統括）西村与志木氏の出席を得て、青

山の東京ウィメンズプラザで囲む会を開き、制作の知

られざる実情を聞いた。

脚本野沢尚は10稿を重ね、直後自死している。各1

時間半で第1部の演出は柴田岳志氏。前半はゆっくり

目、後半がたいへんという。5本、4本、4本計13本の

3部作。1部は11月29日、第2部は「龍馬伝」放送のあ

と第一部を再放送した上で2010年末、3部は9回まで

再放送した上2011年の末に放送する。あわせて13本

の撮影には3年、ポスプロを入れて4年かかる。テレビ

は生きものだから、全部仕上がってからでは遅い。3

年でNHKを立て直すという経営陣の判断も働いた。

司馬は40年前に5年の資料準備の上で、10年かけて

産経新聞夕刊に書いた。その調査は凄く、神田の古本

屋街から関連本が消えたという。映画化やテレビ大河

の企画のOKは生前でなかった。電通や今野勉、近藤

晋らの働きかけも実らなかった。司馬には戦争讃美と

受け取られかねないことや乃木希典の描き方などいろ

いろ懸念があった。その後、東西冷戦構造が消滅して

時代が大きく変わり、没後3年、司馬夫人や司馬記念

館長や元産経新聞記者で司馬の盟友だった司馬財団常

務理事などによる、司馬が手がけた頃の時代の空気、

60年代の学園紛争などを知っているテレビの作り手が

いるうちに、という配慮もあり「最後までしっかり仕

上げろ」の励ましのもとに制作の許諾が出た。これら

内実にも通じた参会者の皆さんに恵まれ、西村氏持参

の映像を交えて、談論風発した2時間半だった。

「坂の上の雲」西村統括を囲んで
石井清司

【投稿のお願い】

ご意見をお待ちしています！
会報「ほうこん」では、会員の皆さまのご意見を反映させるため、「投稿欄」を設けております。どのような

ご意見でも結構ですので、ぜひ事務局までご投稿ください。投稿の字数は400字程度でお願いします。

Eメール（kondankai@houkon.jp）、ファクス（03-5379-5510）でお送りください。お待ちしております。

投　稿

放送批評懇談会
上半期スケジュール（予定）
2月27日、28日　ギャラクシー賞

テレビ部門受賞作を見て語り合う会

3月8日　　　 シンポジウム2010

「放送新世代の焦点～政策・広告・経営～」

3月下旬　　　 理事選挙

6月3日　　　 第47回ギャラクシー賞贈賞式

6月中旬　　　 総会


